
　
六
月
二
十
七
日
　
日
曜
日

　
十
三
時
半
、
家
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
高
橋
さ
ん
の
家
を
考
え
る
、

を
テ
ー
マ
に
。
三
十
名
位
の
参
加
で
あ
っ
た
。
私
の
小
レ
ク
チ
ャ
ー
。
高
橋

さ
ん
自
身
の
病
状
の
説
明
。
質
疑
応
答
で
十
五
時
過
修
了
。
二
週
間
で
宿
題

を
参
加
者
に
送
っ
て
も
ら
う
事
と
す
る
。
何
か
答
え
が
出
て
く
る
か
、
難
し

い
と
は
思
う
が
待
つ
事
に
す
る
。
そ
れ
か
ら
の
事
は
そ
れ
か
ら
だ
。
十
七
時

過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
陶
治
郎
の
原
稿
書
い
て
、
送
附
。
す
ぐ
に
ゲ
ラ
が
送

り
返
さ
れ
て
く
る
。
室
内
七
月
号
、
Ｍ
ｅ
ｍ
ｏ
８
月
号
送
ら
れ
て
く
る
。
銅

版
画
の
下
絵
数
点
描
く
。
塩
野
君
よ
り
二
色
刷
り
の
チ
ラ
シ
手
渡
さ
れ
た
。

二
十
時
過
仮
眠
。
二
十
三
時
前
起
き
て
少
し
作
業
。
少
し
は
前
に
進
ん
で
い

る
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
仲
々
理
想
通
り
に
は
ゆ
か
ぬ
。
マ
、
仕
方
な
い
か
。

グ
チ
は
こ
ぼ
す
ま
い
。
メ
イ
・
サ
ー
ト
ン
の
本
少
し
読
む
。
夜
中
、
独
人
で

小
さ
な
灯
を
つ
け
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
家
の
暗
闇
に
色
ん
な
モ
ノ
が
動
め

い
て
い
る
の
を
感
じ
る
事
が
で
き
る
。
台
所
の
長
い
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
べ
ら

れ
た
グ
ラ
ス
の
群
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
空
ビ
ン
で
さ
え
何
か
を
語
り
始
め

る
の
だ
。

　
六
月
二
十
八
日

　
顔
も
覚
え
て
い
な
い
、
写
真
も
見
た
事
が
な
い
祖
父
の
石
山
福
治
の
事
が

少
し
づ
つ
解
り
始
め
て
い
る
。
今
日
は
家
内
が
文
京
区
役
所
に
生
年
月
日
そ

の
他
を
調
べ
に
行
く
よ
う
だ
。
ど
う
や
ら
彼
は
語
学
の
才
に
長
け
て
い
て
、

独
学
で
北
京
で
中
国
語
を
学
ん
だ
ら
し
い
。
そ
の
祖
父
の
女
大
学
に
寄
稿
し

た
原
稿
の
印
税
が
わ
ず
か
な
額
だ
が
私
の
と
こ
ろ
に
く
る
よ
う
だ
。
女
大
学

の
寄
稿
者
リ
ス
ト
を
見
る
と
貝
原
益
軒
、
福
沢
諭
吉
を
は
じ
め
、
ヘ
ヘ
ー
ッ

と
恐
れ
入
る
名
が
並
ん
で
い
る
。

　
九
時
世
田
谷
村
ゼ
ミ
。
友
岡
君
の
利
根
町
百
人
ス
ク
ー
ル
の
報
告
。
小
笠

原
君
幼
児
退
行
現
象
の
社
会
史
。
こ
の
ゼ
ミ
は
一
直
線
に
は
進
行
さ
せ
な
い
。

遠
大
に
遠
ま
わ
り
さ
せ
る
。
十
二
時
迄
。
昼
食
を
雄
大
と
。
十
二
時
二
〇
分

世
田
谷
村
発
。
十
三
時
〇
七
分
発
り
ん
か
い
線
直
通
の
電
車
で
新
木
場
へ
。

ト
モ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
物
流
セ
ン
タ
ー
着
工
の
周
辺
へ
の
あ
い
さ
つ
廻

り
。
木
場
の
原
木
協
同
組
合
を
は
じ
め
、
い
く
つ
か
を
訪
問
。
十
六
時
前
修

了
。
十
六
時
半
五
反
田
Ｔ
Ｏ
Ｃ
ビ
ル
。
一
人
で
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
休
む
。

午
後
の
猛
暑
の
中
、
歩
い
て
の
、
ア
イ
サ
ツ
ま
わ
り
は
い
さ
さ
か
き
つ
か
っ

た
。

　
六
月
二
十
九
日

　
午
前
中
、
原
稿
チ
ェ
ッ
ク
。
今
月
書
い
た
も
の
の
中
で
は
、
イ
サ
ム
ノ
グ

チ
と
Ｂ
・
フ
ラ
ー
に
つ
い
て
書
い
た
の
が
楽
し
か
っ
た
。
十
二
時
馬
場
さ
ん

夫
妻
来
室
。
十
三
時
半
松
下
電
工
。
Ｊ
・
グ
ラ
イ
タ
ー
と
再
会
。
元
気
そ
う

だ
。
十
四
時
半
、
前
橋
森
田
工
業
。
十
五
時
八
大
建
設
。
十
六
時
半
（
株
）

カ
ン
パ
イ
来
室
。
十
七
時
過
Ｍ
１
ゼ
ミ
。
世
界
の
住
宅
価
格
の
比
較
研
究
。

少
し
は
マ
シ
な
報
告
が
出
始
め
る
。
十
九
時
過
、
森
の
学
校
の
図
面
見
る
。

二
〇
時
半
修
了
。
何
だ
か
今
日
は
こ
ん
な
に
働
く
つ
も
り
は
な
か
っ
た
の
だ

が
、
終
っ
て
み
れ
ば
、
少
々
め
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
。
ど
ん
な
打
合
わ
せ
も
、

こ
な
す
気
持
は
あ
る
の
だ
が
、
学
生
と
の
打
合
わ
せ
は
や
は
り
少
々
き
つ
い
。

で
も
仕
方
な
い
。
言
葉
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
が
わ
か
り
過
ぎ
る
位
わ
か
る

の
が
本
当
に
つ
ら
い
ね
。
手
は
抜
け
な
い
し
。
仮
眠
を
少
々
と
っ
て
、
深
夜

十
二
時
大
版
の
銅
板
画
に
と
り
組
み
始
め
る
。
デ
ッ
カ
イ
奴
は
ま
る
で
違
う

や
り
方
で
彫
ら
な
く
て
は
駄
目
な
の
が
す
ぐ
解
っ
た
。
し
か
し
面
白
い
。
止

-321-

世
田
谷
村
日
記

石
山
修
武



め
ら
れ
な
い
。
大
き
い
の
は
と
て
も
一
気
呵
成
に
は
彫
り
切
れ
な
い
。
休
み

を
と
り
な
が
ら
彫
る
。
眠
れ
な
い
な
コ
レ
ハ
。

-321-2-


